
○田村副議長 次に、稲田議員。

〔稲田議員質問席へ〕

○稲 田議 員 で は、 蒼 生会最 後と なり ます。 門脇 議員の 代表 質問

に関 連し て、大 要４ 点 につい て伺 って まいり ます 。どう かよ ろし

くお願いいたします。

最 初で ござい ます 、 橋梁の 在り 方に ついて でご ざいま すが 、ま

ず２ つ、 浜橋と その 後 、安養 寺橋 歩道 橋を取 り上 げたい と思 いま

すが、最初、浜橋について。

現在 、 工事 中で ご ざい ます が 、改め て 整備 の進 捗 状況を お 尋ね

いたします。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 浜橋の 進捗 状況 という こと でござ いま すけ

ども 、今 年度、 仮設 道 路の工 事が 完了 したこ とを 受けま して 、一

般交 通の 仮設道 路へ の 切替え を行 いま した。 現在 は既設 橋の 撤去

工事の進捗を図っておるところでございます。以上です。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 私 もよ く 通りま すの で、 その工 事の 進捗は 、目 では

見て ます けども 、具 体 的に何 があ るか という のは 、今の 説明 で分

かる よう になり まし た 。それ を受 けて 、今度 は完 成の見 込み 時期、

これ は見 通しも 入る か もしれ ませ んが 、それ をお 聞かせ くだ さい。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 令和８ 年度 に新 橋の架 け替 え工事 を行 う予

定と して おりま して 、 令和９ 年度 に橋 梁前後 の取 付け部 分を 整備

した 後、 令和９ 年度 中 に供用 開始 する 予定で ござ います 。そ の後、

仮設 道及 び仮設 橋の 撤 去を行 いま して 、令和 ９年 度中の 事業 完了



を予定しております。以上です。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ９ 年度 中 完成予 定と いう ことで 、そ れと交 差す る形

で安 倍三 柳線も ござ い まして 、そ れが 年度で 言え ば来年 度で すが、

この ６月 に実質 的に 一 気通貫 で通 ると いうこ とに なりま すの で、

あの 辺り のまた 交通 量 が今後 大き く変 わって まい ると思 いま すの

で、 安全 対策等 々、 以 前から お願 いし ており ます が、引 き続 きよ

ろしくお願いいたします。

次 に、 安養寺 橋歩 道 橋につ いて に移 ります 。代 表質問 の答 弁に、

撤去 に向 けての 検討 が ござい まし た。 そこで 、ま ずは令 和５ 年度

に実 施さ れた定 期点 検 におい て、 健全 度Ⅳ、 緊急 措置段 階の 結果

でご ざい ました が、 そ れを踏 まえ 、現 在まで の対 策及び 状況 をお

尋ねいたします。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 令和元 年５ 月、 通行時 の異 音発生 に伴 い緊

急点 検を 実施し た結 果 でござ いま すが 、主桁 接合 部など に劣 化が

確認 され たため 、安 全 確保の 観点 から 通行止 めの 措置を 講じ てお

ると ころ でござ いま す 。さら に、 令和 ５年度 に実 施いた しま した

定期 点検 におき まし て も、主 桁接 合部 などの 劣化 の進行 が確 認さ

れま して 、健全 度は 、 先ほど 議員 も言 われま した 、Ⅳ、 緊急 措置

段階 とい う結果 にな り ました 。な お、 本橋の 機能 は既に 下流 の国

道１ ８１ 号安養 寺橋 の 歩道へ 集約 され ており ます ことか ら、 令和

６年 度か ら今年 度に か けまし て、 撤去 に向け た実 施設計 を行 って

おり まし て、あ わせ て 、河川 管理 者及 び占用 者等 の関係 機関 と協

議も進めておるところでございます。



○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 随 分長 い 間、約 ５年 、６ 年、７ 年ぐ らい通 行止 めと

いう 状況 が続い てま し たので 、ぜ ひこ れは質 問し なけれ ばと 思っ

ての こと でござ いま す 。そし てま た健 全度Ⅳ とい うこと で、 今の

橋梁 補修 計画の 中で 、 多分Ⅳ はこ れだ けとい うか 、１つ だけ 赤く

１点 だけ ありま して 、 ぜひ対 応を 必要 と思っ てお りまし たが 、結

果と して は撤去 とい う 方向性 が、 議会 に対し ては 、今初 めて 示さ

れて いる ところ だと 認 識して おり ます 。議会 には 今発表 があ った

んで すけ れども 、地 元 合意に つい ても これは 確認 してお かな けれ

ばな りま せんが 、そ れ はどの よう にな されて いる のかお 尋ね いた

します。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 地元合 意に つい てでご ざい ます。 令和 ６年

度に 撤去 に向け た調 査 設計に 着手 する ことに つき まして 、地 元公

民館 長へ 説明を 行い ま した。 今後 のス ケジュ ール 等につ きま して

も、 地元 に対し まし て 説明を 行う 予定 として おる ところ でご ざい

ます。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 今 ２往 復 いたし まし たけ れども 、ま だちょ っと 聞き

足り ない ところ があ り ますの で、 追及 という 形で お尋ね いた しま

すが 、そ の安養 寺橋 歩 道橋を 撤去 する 際に懸 念さ れるよ うな こと

があればお聞かせ願いたいのですが、いかがでしょうか。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 懸念事 項と いた しまし ては 、本橋 に添 架さ

れて おり ます福 市、 永 江方面 に都 市ガ スを供 給し ておる 米子 ガス



所有 のガ ス管が ござ い まして 、そ の移 設時期 など がちょ っと 懸念

をしておるところでございます。以上です。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ガ ス管 が あるん です ね。 都市ガ スと いうこ とで 、う

ちの 実家 の辺り はま だ プロパ ンガ スし かない んで すけれ ど、 それ

は置 いと きまし ょう 。 引き続 いて 質問 いたし ます が、先 ほど も地

元説 明に ついて お尋 ね いたし まし たが 、説明 先と して、 地元 公民

館長 とい うこと でご ざ いまし た。 確か に、地 元は 五千石 地区 でも

ある こと はもち ろん 承 知はし てお りま すが、 尚徳 地区に おい ても

同様 に私 は必要 と考 え るもの でご ざい ますと 。説 明の時 期、 それ

から 対象 の地域 及び そ の説明 する 時期 などを 含め て、期 間で すね、

すい ませ ん。丁 寧な 地 元への 説明 を求 めると ころ であり ます が、

見解をお尋ねいたします。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 地元へ の丁 寧な 説明と いう ことで ござ いま

すが 、今 年度に 実施 し ており ます 撤去 設計を 踏ま えまし て、 令和

８年 度の 早い時 期に 五 千石地 区、 永江 地区及 び尚 徳地区 の各 公民

館長 並び に自治 連合 会 長へ、 今後 のス ケジュ ール 等を説 明い たし

まし て、 地域へ の周 知 方法に つい て相 談した いと 考えて おる とこ

ろでございます。以上です。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ の地 区 は、以 前、 兼久 橋の撤 去と いうこ とも 数年

前に ござ いまし たし 、 撤去が 続く なと 思って 、こ れは仕 方が ない

こと では あるん です け れども 、地 元の 方が今 まで あった もの がな

くな るっ ていう のは 、 やっぱ り寂 しさ も覚え ます し、経 緯も 知り



たくなると思いますので、ぜひとも丁寧にお願いいたします。

最 後に なりま すが 、 改めて 今後 の詳 細なス ケジ ュール 、こ れ分

かってる範囲で結構でございますのでお聞かせください。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 令和８ 年度 は右 岸側の 橋台 撤去に 伴う 建築

物等 の補 償調査 業務 及 び関係 機関 との 協議を 引き 続き進 めて いく

予定 でご ざいま すが 、 先ほど 申し まし たガス 管等 もござ いま して、

その 後の ちょっ と予 定 は今立 って いな いとこ ろで ござい ます 。以

上です。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 承 知し ま した。 では 次の 大要に 移り ます。 町家 の保

存と 活用 の推進 につ い ての最 初、 イン バウン ド需 要への 対応 につ

いてでございます。

先ほ ど 渡辺 議員 も イン バウ ン ドのこ と を含 んで 質 問され て おり

ます ので 、重な る部 分 があり ます が、 お許し いた だきた いと 思い

ます 。ま ず最初 です 。 米子市 まち づく りビジ ョン にある 数値 目標

にお いて 、米子 市内 に おける 外国 人宿 泊者数 の令 和７年 の数 値を

お尋ねいたします。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和７ 年の 市内 外国人 宿泊 者数は ３万 6,０

２ ４ 人 で あ り ま し て 、 前 年 比 約 ４ ０％ 増加し てご ざいま す。 詳細

につ きま しては 、本 会 議の都 市経 済委 員会に おき まして 改め て報

告を 予定 させて いた だ いてお りま すが 、増加 傾向 が継続 して いる

もの とい うふう に考 え てござ いま す。 引き続 き、 各宿泊 施設 の皆

様に 御協 力いた だき な がら、 外国 人宿 泊数の 状況 把握に 努め まし



て、 さら なる増 加に 向 け、必 要な 施策 を実施 して いきた いと いう

ふうに考えてございます。以上です。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 順 調で あ ったと 、一 言で 言えば 、そ のよう に受 け取

りま すが 、とは いえ が 来るん です が、 米子市 まち づくり ビジ ョン

にお ける 最終的 な目 標 の数値 は年 間１ ０万 5,０ ０ ０ 人 で ご ざ い ま

すと。それに到達するためには、今、令和７年の実績値が約３万 6,

０ ０ ０ 人 と い う 報 告 で ご ざ い ま し た が 、その 約３ 倍、す なわ ち２

倍の 上乗 せが必 要と い うのは 、ま だこ れ事実 、事 実とい うか 、必

要な こと であり まし て 、よっ て令 和８ 年度の 取組 として 、そ して

それ 以降 も含め てな ん ですけ れど も、 要は１ ０万 5,０ ０ ０ 人 に 向

け て ２ 倍 増 し 分 を ど の よ うに 埋め てい くのか とい うとこ ろの 展開

が必要と思いますので、その見解をお聞かせください。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 第２次 米子 市ま ちづく りビ ジョン にお きま

す年 間外 国人宿 泊者 数 の数値 とし まし て１０ 万 5,０ ０ ０ 人 の 目 標

値 は 、 目 標 設 定 時 に 、 市 内の 外国 人宿 泊客の 伸び 率を乗 じて 算出

し設 定し たもの でご ざ います 。現 在、 宿泊者 数は 増加傾 向だ とい

うふ うに 考えて ござ い ますの で、 令和 ８年度 も引 き続き 外国 人観

光客 に向 けて、 皆生 温 泉や米 子城 跡、 食や体 験コ ンテン ツと いっ

た本 市の 魅力を ＳＮ Ｓ やウェ ブサ イト などを 活用 した情 報発 信に

より まし て、誘 客促 進 を図り 、飲 食店 や観光 事業 者など の受 入環

境を 併せ て進め まし て 、国外 から の宿 泊につ なげ ていき たい とい

うふうに考えてございます。以上です。

○田村副議長 稲田議員。



○稲 田議 員 引 き続 き 、観光 は年 ベー ス１－ １２ 月期で 見ま すか

らね 。も う今３ 月に 入 りまし たの で、 もう新 たな 、３万 6,０ ０ ０

人 で な く て そ の 上 の 数 字 、 ４ 万人 台、 ５万人 台を 目指し て今 動き

始めておりますので、ぜひとも取組の強化をお願いいたします。

最 後、 インバ ウン ド に関し て、 市長 にこれ をお 尋ねし たい と思

いま す。 今朝の 地方 紙 にも載 って おり ました し、 数日前 テレ ビの

全国 放送 でも取 り上 げ られて おり まし た。先 ほど 渡辺議 員も 触れ

られ まし た。何 が言 い たいか と申 しま すと、 ２０ ２５年 にお きま

して 鳥取 県にお ける 外 国人宿 泊者 数が 過去最 多、 都道府 県別 の伸

び率 が全 国最高 とい う もので 、す なわ ち全国 １位 でござ いま した。

背景 等は 先ほど 渡辺 議 員の話 にあ りま したの で割 愛させ てい ただ

きま すが 、私も どこ に 外国人 の方 が、 インバ ウン ド誘客 がな され

てい るの かをイ ンタ ー ネット で調 べた ところ 、あ るサイ トに 行き

当た りま した。 そこ に は、鳥 取県 の外 国人に よる 観光先 のラ ンキ

ング とい うもの がご ざ いまし て、 これ はあく まで も参考 とし てお

聞き いた だきた いの で すが、 上位 １０ か所で すね 、すな わち ベス

トテ ンと して、 今か ら 読み上 げま すが 、上か ら順 に鳥取 砂丘 砂の

美術 館、 青山剛 昌ふ る さと館 、水 木し げるロ ード 、白兎 神社 、鳥

取港 海鮮 市場か ろい ち 、大山 まき ばみ るくの 里、 浦富海 水浴 場、

鳥取 砂丘 コナン 空港 と 続き、 第１ ０位 が江島 大橋 でござ いま した。

半分 江島 大橋は 島根 県 なんで すが 、言 わんと して いると ころ は、

米子 市に 立地と いう か 建って いる 何が しらの 施設 であっ たり 、観

光コ ンテ ンツが その サ イトの 集計 には ないと いう ことで すね 。以

前は 山陰 両県の イン バ ウンド のあ るア プリを 使っ た云々 でや った

ら、 やっ と５０ 位に 皆 生のサ イク ルス テーシ ョン があっ たと いう



こと で、 やっぱ り米 子 市の観 光は 強化 するま だま だ伸び 代が たく

さん ある なと思 って お るとこ ろで ござ います 。し たがっ て、 先ほ

ど渡 辺議 員にも あり ま した、 宿泊 は米 子、こ れは もうぜ ひと も続

けて いた だいて 、ぜ ひ 観光の 目的 地と して米 子を 選んで もら うた

めの 仕掛 けづく り、 こ れを望 んで いる ところ なん ですが 、市 長の

見解をお尋ねしたいと思います。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 イ ンバ ウ ンドと いう こと でのお 尋ね でござ いま すが、

これ はイ ンバウ ンド に 限らず です ね、 観光施 策を 実施す る上 でい

かに 消費 、観光 消費 を 促して いく か、 そして 観光 を業と して 成り

立た せら れるか 、こ れ が重要 であ ると 我々は 考え てござ いま す。

当市 にお きまし ては 、 宿泊や 飲食 を促 進して いく ことで すと か、

ある いは 観光資 源の 磨 き上げ 、案 内看 板の設 置、 そのほ か、 情報

発信 ツー ルのブ ラッ シ ュアッ プな どに よりま して 、誘客 と滞 在時

間の 延長 を図る こと が 必要で ある と、 そのよ うに 考えて ござ いま

す。

本 市と いたし まし て は、本 市は もち ろんの こと 、市の 観光 協会

です とか 、ある いは 観 光関連 の事 業者 と連携 をし ながら 、皆 生温

泉あ るい は米子 城跡 、 グルメ や体 験コ ンテン ツ、 そうし た本 市の

観光 資源 の磨き 上げ を 行いな がら 、観 光の目 的地 として 選択 され

るよう魅力を高めてまいりたいと考えております。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ま たそ の 磨き上 げの 結果 を知る ため にも、 これ から

も私 も頑 張りた いと 思 います が、 質問 として はそ こで終 わり で、

次の （２ ）に移 りま す 。官民 連携 と観 光まち づく りにつ いて お尋



ねい たし ます。 以前 、 議会質 問と して 観光ま ちづ くりに おい て官

民連 携の 重要性 を訴 え させて いた だき ました 。早 急に民 間と 一体

とな って 動くべ きと 考 えてお りま すが 、それ に伴 った具 体的 な動

き、 予算 措置が あれ ば 、それ につ いて も含め てで すがお 尋ね いた

します。

○田村副議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 観光振 興を 図る 上で官 民連 携は必 要と 考え

てご ざい ます。 町な か 観光事 業者 への ヒアリ ング や意見 交換 を実

施し てお りまし て、 必 要な場 合に はコ ンテン ツの 磨き上 げや 受入

環境 の支 援を行 って い るとこ ろで ござ います 。ま た、例 えで ござ

いま すが 、町家 の活 用 などに より ます 町なか コミ ュニテ ィの 活性

化に 資す る取組 に対 す る支援 につ きま しても 協議 をして おり ます

ので 、予 定して おる 、 実施が でき るの ではな いか という こと を考

えてございます。以上です。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 以 前、 一 歩前進 した とい うふう に受 け取り だけ させ

ていただきます。

で は次 です。 大要 ３ 点目に 移り ます 。朝日 町周 辺エリ アの 活性

化についてでございます。

最初 の １番 目で す が、 エネ ル ギー構 造 高度 化・ 転 換理解 促 進事

業に つい てです 。改 め て、こ のエ ネル ギー構 造高 度化・ 転換 理解

促進 事業 の概要 と、 今 回その 申請 され た内容 につ いてお 尋ね いた

します。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 エ ネ ルギー 構造 高度 化・転 換理 解促進 事業 の内



容、 さら に今回 の申 請 内容で ござ いま すが、 これ は、エ ネ庁 の補

助金 でご ざいま して 、 エネル ギー 構造 高度化 ・転 換理解 促進 事業

とい うこ とでご ざい ま すので 、そ の理 解を進 める ための 事業 内容

につ きま して補 助対 象 、採択 され ると いうも ので ござい ます 。こ

のた びの 事業計 画で ご ざいま すが 、本 事業は 官民 連携に よる 研究

会の 設置 と地域 理解 促 進イベ ント の実 施の２ つの 柱とし て取 り組

んで おり ます。 研究 会 につき まし ては 、商店 会な どの民 間事 業者

と市 が一 体とな り、 再 生可能 エネ ルギ ーの利 活用 による にぎ わい

の創 出と 、災害 に強 い まちづ くり に向 けた具 体的 なアク ショ ンプ

ラン を策 定する もの で ござい ます 。イ ベント の実 施につ きま して

は、 電気 自動車 や蓄 電 池から 供給 する クリー ンな 電力を 活用 いた

しま して 、夜間 の照 明 演出や グリ ーン スロー モビ リティ の運 行、

屋台 やキ ッチン カー の 出店な どを 行う ことと して おりま す。 こう

した 実証 型の取 組を 地 域住民 の皆 様に 体感し てい ただく こと で、

再生 可能 エネル ギー の 活用に 対す る理 解を深 める ととも に、 地域

の魅力向上を図っていくものでございます。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 非 常に 楽 しみな 内容 だと 思いま すが 、申請 まで 終わ

った とい うとこ ろで 、 今後そ れを ぜひ 予算化 に向 けて動 いて いた

だき たい わけで すが 、 その予 算化 に向 けたス ケジ ュール につ いて

お尋ねいたします。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 ス ケ ジュー ルの お尋 ねでご ざい ます。 本年 ２月

に国 へ応 募申請 を行 っ たとこ ろで ござ いまし て、 今後予 算化 に向

かい たい と考え てい る ところ でご ざい ます。 なお 、例年 であ りま



した ら、 ３月中 旬に 国 の内示 が行 われ る見込 みで あると 伺っ てお

り、 速や かに事 業に 着 手でき るよ う準 備を進 めて いきた いと 考え

ております。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ れは 私 の想像 です がね 、３月 中旬 に内示 の動 きが

早ま れば 、もし かし た ら今定 例会 にも いい話 にな るのか なと いう

期待だけ膨らまさせていただきたいと思います。

同 じく この朝 日町 エ リアの とこ ろに ついて （２ ）のに ぎわ いの

創出 につ いてお 尋ね い たしま す。 朝日 町エリ アの にぎわ い創 出に

つき まし て、並 行し て ナイト タイ ムエ コノミ ーや 角盤町 エリ アの

にぎ わい 創出と 相ま っ て、同 エリ アに どうい った 施策を 展開 して

いくのかをお尋ねいたします。

○田村副議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 角 盤 町、朝 日町 周辺 エリア のに ぎわい の創 出に

つい ての お尋ね でご ざ います 。角 盤町 エリア では 、これ まで 民間

主導 の角 盤町中 心市 街 地にぎ わい 創出 プロジ ェク ト、こ れは 中心

市街 地活 性化協 議会 が あった 当時 に設 立され た組 織でご ざい ます。

これ が中 心とな りま し て、月 末の 恒例 イベン トと して定 着い たし

まし た地 ビール フェ ス タの継 続開 催や 、アー ケー ドのリ ニュ ーア

ルと いっ た商業 環境 の 整備な ど、 積極 的な取 組が 進めら れて きた

とこ ろで ござい ます 。 公会堂 にお きま しても 、同 プロジ ェク トに

参画 し、 前庭や ホワ イ エの開 放、 各種 イベン トと の連携 を通 じて、

周辺 エリ アへの 人の 流 れの創 出に 寄与 してい ると ころで ござ いま

す。

ま た、 令和２ 年に 角 盤町中 央商 店会 が実施 した 角盤町 通り の照



明の 整備 は、夜 間の 安 心感の 向上 のみ ならず 、新 規出店 を後 押し

する 原動 力とな って い ると考 えて おり ます。 令和 ７年２ 月に は、

朝日 町通 り商店 会が 結 成され 、今 後は 角盤町 の取 組を朝 日町 へ波

及さ せる べく、 これ ま での角 盤町 中心 市街地 にぎ わい創 出プ ロジ

ェク トが 、角盤 町・ 朝 日町周 辺に ぎわ い創出 プロ ジェク トに 改組

され たと ころで ござ い ます。 今後 は今 回応募 した にぎわ い創 出・

レジ リエ ンス向 上事 業 を軸に 、角 盤町 ・朝日 町エ リアが 一体 とな

り、 新た な価値 観向 上 とにぎ わい 創出 の取組 が進 められ るこ とを

期待しているところでございます。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 ぜ ひと も こちら も期 待に 胸を膨 らま せてい きた いと

思います。よろしくお願いします。

質 問と しては 、も う 大要４ 点目 に移 ります 。教 育環境 の充 実に

ついてでございます。

最初 で す。 米子 市 学校 施設 の 長寿命 化 計画 につ い てお尋 ね いた

します。

新 たに エアコ ンを 設 置する こと は大 いに歓 迎す るとこ ろで ござ

いま すが 、並行 して 、 老朽化 対策 も必 要であ り、 しかる にエ アコ

ン設 置の スケジ ュー ル を加味 しつ つ、 長寿命 化計 画を現 状に 即し

て修正する必要があると考えますが、見解を伺います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 エ アコ ン設置 のス ケジュ ール を加

味い たし ました 米子 市 学校施 設の 長寿 命化計 画の 現状に 即し た修

正に つい てお答 えさ せ ていた だき ます 。学校 施設 の長寿 命化 計画

につ きま しては 、体 育 館の改 修や 改築 の方針 を策 定した 上で 見直



しを 行う 必要が あり ま すこと から 、現 時点で は既 存の計 画を 踏襲

して いる ところ でご ざ います 。こ のた び、空 調設 備と一 体と なり

まし た体 育館の 改修 や 改築の 方針 が整 いまし たこ とから 、こ れら

の方 針を 反映す ると と もに、 施設 の老 朽化状 況を 踏まえ つつ 、計

画の見直しを進めてまいりたいと考えております。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ の計 画 、１０ 年計 画で 折り返 すと きに修 正す ると

いう もの だった んで す が、こ のた びの エアコ ン等 々の大 きい もの

が入 って きたの で、 そ れに即 して 修正 が必要 かと 思いま す。 ただ

老朽 化対 策もこ れは こ れで重 要な こと でござ いま すので 、そ ちら

をし っか りと加 味し た 内容を 反映 した ものに 修正 いただ きた いと

思います。

質 問は 次に移 りま す 。米子 市小 学校 ・中学 校校 長会か らの 要望

につ いて でござ いま す 。初め に、 令和 ７年８ 月に 米子市 小学 校校

長会 及び 米子市 中学 校 校長会 から それ ぞれ要 望書 が提出 され てお

りま す。 その要 望書 に 記載の 各項 目に ついて 、新 年度の 予算 にも

反映 され ている こと が うかが えま すが 、改め てこ れらの 要望 書に

対する動きをお尋ねいたします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 小中 学 校長会 から の要 望への 対応 につい ての お尋

ねで ござ います 。非 常 にたく さん 要望 をいた だい ており ます ので、

長く なり ますが 御容 赦 いただ けれ ばと 思いま す。 まず、 使用 頻度

が高 い教 室と体 育館 へ のエア コン 設置 につい てで ござい ます が、

一部 で未 整備と なっ て おりま す特 別教 室への 空調 整備に つき まし

ては 、令 和８年 度か ら １０年 度を めど に進め る方 針でご ざい ます。



また 、体 育館の 空調 設 備につ きま して は、改 修か 改築に より まし

て順 次、 固定式 空調 の 整備を 進め ます 。あわ せま して、 それ まで

の対 応と して、 おお む ね３年 程度 で全 ての体 育館 にスポ ット クー

ラーを導入する計画としております。

次 に、 就学援 助費 の 修学旅 行費 助成 の増額 につ いてで ござ いま

すが 、令 和８年 度か ら 小学生 の修 学旅 行費を 実態 に合わ せま して

２万 7,０ ０ ０ 円 か ら ３ 万 3,０ ０ ０ 円 に 増 額 を 行 う 予 定 と し て お り

ます 。中 学生は 据え 置 いてお りま すが 、今後 の実 施状況 や物 価動

向等 の実 態を十 分に 踏 まえま して 、必 要に応 じて 検討を 行っ てい

きたいと考えております。

次 に、 学校徴 収金 の 公会計 化に つい てでご ざい ますが 、保 護者

の利 便性 の向上 や金 銭 管理の 適正 化、 また学 校の 事務負 担の 軽減

を図 るた め、現 在、 学 校とと もに 検討 を行っ てお ります 。今 後、

公会 計化 をはじ め、 キ ャッシ ュレ ス化 、徴収 体制 の見直 しな ど、

最適 な仕 組みの 検討 を 進めま して 、体 制を構 築し ていく こと とし

ております。

次 に、 安心・ 安全 な 学校生 活に 向け た施設 整備 の充実 につ いて

でご ざい ますが 、防 犯 カメラ を令 和８ 年度は 小学 校２２ 校へ 増設

し、 安心 ・安全 な教 育 環境の さら なる 充実を 図る ことを 検討 して

おります。

次 に、 校内サ ポー ト 教室の 設置 と支 援員配 置の 拡充に つい てで

ござ いま すが、 校内 サ ポート 教室 は不 登校対 策と して年 々拡 充し

てお りま して、 本年 度 は１４ 校に 配置 してき たと ころで ござ いま

す。 そう した中 で、 登 校渋り の見 られ た児童 生徒 が教室 復帰 を果

たし たり 、前年 度よ り 欠席日 数が 減少 したり する などの 成果 が見



られ るこ とから 、令 和 ８年度 はさ らに 拡充し まし て、全 ての 小中

学校への配置を目指しているところでございます。

最 後に 、部活 動や 文 化活動 に係 る生 徒輸送 費の 増額に つい てで

ござ いま すが、 本年 度 に地区 大会 等に 参加し ます バス代 を予 算化

する こと で、学 校の 采 配によ る柔 軟な 生徒輸 送を 行える よう 見直

しを 行っ たとこ ろで ご ざいま す。 バス 代等の 費用 負担の 在り 方に

つき まし ては、 部活 動 の地域 展開 を推 進して いく 上で課 題の 一つ

でご ざい まして 、本 市 の実情 に応 じた 安定的 で継 続的な 支援 とし

て進 めら れる仕 組み を 引き続 き考 えて いきた い、 このよ うに 考え

ております。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 丁 寧に あ りがと うご ざい ました 。小 学校か らは ５項

目、 中学 校から ４項 目 のそれ ぞれ 要望 がござ いま した。 その うち

３項 目が 重なる 内容 で ござい まし たが 、それ らに ついて 、要 は全

ての 項目 につい ての 先 ほど答 弁、 言及 がござ いま した。 内容 もほ

ぼ、 おお むね前 向き な 回答で あっ たの ではな いか と思い ます 。こ

の時 期に 満額回 答と い います とで すね 別のも のが 連想さ れま すの

で、 教育 長の満 面の 笑 顔にち なみ まし て、満 願回 答です ねと いう

コメ ント だけ残 して お きたい と思 いま す。い ろい ろとこ れ深 掘り

した いん ですけ れど も 、時間 の関 係で すいま せん 、次に 移ら させ

ていただきます。

（ ３） 不登校 対策 に ついて でご ざい ます。 不登 校対策 に手 厚い

予算 案で あるこ とを こ ちらも 大い に歓 迎した いと 思いま す。 それ

らを 反映 した各 施策 に つきま して それ ぞれお 尋ね 、伺っ てま いり

たい と思 います 。ま ず 最初、 スク ール ソーシ ャル ワーカ ー活 用事



業に つい て、今 後ど の ような 対応 をし ていく のか をお尋 ねい たし

ます。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 スク ー ルソー シャ ルワ ーカー 活用 事業に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 スクー ルソ ーシ ャルワ ーカ ーにつ きま して

は、 これ まで年 次的 に 拡充に 努め てお りまし て、 今年度 は統 括１

名と 各中 学校区 担当 １ １名で 様々 な支 援を行 って まいり まし た。

スク ール ソーシ ャル ワ ーカー の役 割は 、福祉 の立 場から 適切 な支

援を 行う ために 、学 校 と関係 諸機 関を つない だり 、適切 なア セス

メン トに 基づい て個 別 の支援 や家 庭環 境への 働き かけを 行っ たり

する こと でござ いま し て、こ のこ とは 、不登 校対 策にお いて も大

変大 きな 役割を 果た し ており ます 。今 後は関 係機 関との 連携 をよ

り密 にす ること で、 さ らに支 援の 質の 充実を 図る ととも に、 例え

ば有 効で あった 事例 を 共有し まし て、 全体で 実施 するこ とな どに

取り 組み ながら 、よ り 効果的 で継 続的 な事業 とな るよう 努め てい

きたいと考えております。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 続 きま し て、多 様な 学び 推進事 業に ついて 伺い ます。

こち らは 、前年 と比 べ ておよ そ 4.３ 倍 と 大 き く 予 算 措 置 が さ れ て

お り ます が、ど のよ う な対応 をさ れて いるの かを お尋ね いた しま

す。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 多様 な 学び推 進事 業に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 多様 な学び 推進 事 業は、 各学 校に 設置し まし た校内 サポ ート

教室 に支 援員を 配置 し まして 、個 別に 学習補 助や 教育相 談を 行う



こと を主 な目的 とし て おりま す。 また 、今後 は不 登校等 に対 する

学校 全体 の組織 力を よ り高め てい くた めに、 支援 員と教 職員 との

さら なる 連携強 化な ど にも努 めて いく ことと して おりま す。 先ほ

ど申 し上 げまし たと お り、校 内サ ポー ト教室 につ きまし ては 設置

によ る一 定の成 果が 見 られる こと から 、来年 度は さらに 拡充 しま

して 、全 ての小 中学 校 への配 置を 目指 してい ると ころで ござ いま

す。 不登 校対策 にお き まして 早期 に支 援する こと は非常 に重 要で

あり まし て、こ の校 内 サポー ト教 室は その要 とな るもの と考 えて

おり ます 。来年 度以 降 、この 取組 がさ らに充 実し たもの とな るよ

う最大限努めていきたいと考えております。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 さ らに 続 けます が、 教育 支援セ ンタ ーぷら っと ホー

ム運 営事 業につ いて 、 こちら もど のよ うな対 応を されて いく のか

お尋ねします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 教育 支 援セン ター ぷら っとホ ーム 運営事 業に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。教 育支 援セ ンター ぷら っとホ ーム は、

開所 以来 、毎年 ４０ 名 前後の 児童 生徒 が利用 して おりま す。 ここ

では 学習 支援の ほか 、 創作活 動や 体験 活動、 また 必要に 応じ てカ

ウン セリ ングな どを 実 施して おり ます 。継続 した 支援を 受け た結

果、 学校 や教室 への 復 帰につ なが った り、希 望す る高校 への 進学

を果 たし たりし てお り ます。 ぷら っと ホーム の閉 所後、 校内 サポ

ート 教室 も徐々 に増 や してい く中 で、 それぞ れの 施設の よさ や特

徴が 子ど もたち や保 護 者にも 伝わ って おりま して 、学び の場 を希

望に 応じ て選択 でき る ように なっ てき ており ます 。具体 的に 申し



上げ れば 、ぷら っと ホ ームで は先 ほど 紹介し まし たよう に、 充実

した 創作 活動や 体験 活 動、ま た定 期的 な校外 学習 など、 人と のふ

れあ いの 中で豊 かな 体 験と社 会と のつ ながり を経 験する こと がで

きて おり ます。 一方 で 、校内 サポ ート 教室で は個 別の学 習支 援を

受け たり 、担任 や支 援 員と密 にコ ミュ ニケー ショ ンを図 った りし

なが ら、 学校か ら離 れ ること なく 支援 を受け るこ とがで きる 、こ

のよ うな 特徴が ござ い ます。 今後 はこ の２つ を不 登校対 策の 両輪

とし まし て、一 方は 豊 かな体 験と 社会 とのつ なが りを保 障す る場

とし て、 またも う一 方 は校内 の早 期支 援の場 とし て、そ の特 徴を

生か しな がら引 き続 き 取組を 強く 進め ていき たい と考え てお りま

す。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 こ こま で かなり 飛ば して まいり まし て、ち ょっ とこ

っか らゆ っくり 話そ う と思い ます が。 スクー ルソ ーシャ ルワ ーカ

ーで 人的 支援を 拡充 し 、それ から 多様 な学び 推進 事業で いう と、

簡単 に言 えば、 校内 サ ポート 教室 を充 実して いっ たと。 さら に、

ぷら っと ホーム 、そ の 前身と いう わけ ではな いん ですが フレ ンド

ルー ムと いうの がご ざ いまし たけ れど も、い やそ のフレ ンド ルー

ムと 比べ れば物 すご く 充実し た施 設、 これあ りま して、 それ ぞれ

ぷら っと ホーム はこ の ４年間 のう ちで できた 施設 でござ いま すし、

それ 以外 も以前 から は あった とい え、 この４ 年間 の中で 強力 に手

厚く され たそれ ぞれ ３ つの事 業で ある という こと は私も 認識 して

おり ます 。要は 、不 登 校と私 も向 き合 いさせ てい ただい て、 何年

もと いう 言い方 はあ ま りよく ない んで すがし てき て、特 に教 育機

会均 等法 も出て きて 、 いろい ろ訴 えさ せてい ただ きまし た。 こう



やっ て形 ができ たこ と はもう 大い に喜 ぶこと です し、喜 ぶっ て言

うの なん ですけ どね 、 いいこ とで すし 、今後 に向 けて体 制が より

強化 され たこと はも う うれし く思 いま す。た だ一 つ忘れ ては なら

ない のは 、これ まで に はっき り言 って 行き場 がな い児童 生徒 、そ

して その 保護者 の悩 み は、こ れは 大き いもの でご ざいま した 。中

には 、そ の当時 にこ う いった もの があ ればな と思 う方も たく さん

いら っし ゃるん では な いかと 思い ます 。その よう な草分 け的 な活

動を して いただ いた 方 々に、 この 場を 借りて 感謝 申し上 げま すと

とも に、 より学 校環 境 が充実 する こと を改め て願 うとこ ろで ござ

いま す。 以前は 家か 学 校しか ない 、二 者択一 のよ うな話 だっ たん

です けど 、今で は学 校 の中で もス クー ルソー シャ ルワー カー の先

生も いら っしゃ るし 、 校内サ ポー ト教 室もあ るし 、もち ろん ぷら

っと ホー ムもあ るし 、 市の政 策か らは 多少外 れま すけれ ども 、フ

リー スク ールも ある し 、いろ んな 選択 肢があ る中 で、学 びの 機会

とい うも のがよ り担 保 されて いっ たこ とは非 常に うれし く思 うと

ころ であ ります 。こ れ 言い出 すと また 切りが あり ません ので 、こ

の辺 りで 次の質 問に 行 きたい と思 いま すが、 感謝 、お礼 を申 し上

げておきたいと思います。

次 です 。（４ ）学 力 向上に 資す る施 策につ いて お尋ね いた しま

す。 未来 を創る 子ど も のチャ レン ジ事 業とし て中 学生を 海外 派遣

する 事業 につき まし て は、そ れを 要望 した経 緯か ら、感 謝申 し上

げま す。 質問と して は 先ほど 門脇 議員 のとこ ろで 終わっ てお りま

すの で、 別視点 で伺 っ てまい りま す。 この施 策に とどま るこ とな

く、 海外 との交 流を 意 識した 取組 、例 えば姉 妹都 市であ る韓 国束

草市 との 交流な ど、 語 学だけ では なく 、若い 世代 での交 流す る機



会を 強く 望むと ころ で ござい ます 。と ある教 育関 係者の 方の お言

葉に 、現 代社会 はグ ロ ーバル 化、 急速 な情報 化や 技術革 新な どに

より 社会 の多様 性や 人 々の生 活に 大き な変化 を与 えてい ます 。そ

の変 化に 主体的 に向 き 合い、 より よく 生きて いく ことが 求め られ

ます と明 示され てお り ますの で、 まさ にこの 内容 こそ体 験し てほ

しいと思いますが、見解をお尋ねいたします。

○田村副議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 若い 世 代が世 界で 交流 してい く機 会をも っと もっ

と設 ける べきで はな い かとの お尋 ねで ござい ます 。私、 教育 長に

なっ たと きから 、事 情 が許せ ばで すね 、この 中学 生を海 外に 派遣

した いと いうふ うに 思 ってい まし た。 その理 由と しまし ては 、や

はり 海外 へ行く こと に よって 、子 ども たちの 将来 が広が ると か高

まる とい います か、 そ ういっ たこ とが できる ので はない かと 考え

てお りま した。 そう し たこと から 、先 ほど紹 介い ただき まし たよ

うな 所信 となっ たと こ ろでご ざい ます 。ただ いき なり外 国に 行か

せま しょ うとい うよ う な提案 をす るよ りは、 まず 市内の 英語 教育

をし っか り充実 させ る べきで あろ うと いうふ うに 思いま して 、Ａ

ＬＴ 増や してい ただ い て、低 学年 から 英語に 触れ たりと か、 ある

いは イン グリッ シュ パ ークと いう よう なこと 、こ れまで やっ てな

かっ たん ですが 、違 う ＡＬＴ とも 話せ るよう にし よう、 そう いっ

た形 を取 り組ん でき ま した。 その 先に 子ども がど ういっ た力 をつ

けた かと いいま すと 、 午前中 、門 脇議 員の質 問の ほうに も答 えま

した けれ ども、 県内 で は米子 市の 子ど もたち の英 語力は 高い とい

うと ころ までや って き たとこ ろで す。 そして 、伊 木市長 が、 今回、

教育 、子 育てを 一番 に 掲げら れて 強く 推し進 める という こと をお



っし ゃっ て、い よい よ 時が来 たと いう のが私 の心 境で、 この たび

中学 生を 海外に 派遣 さ せたい とい うよ うな思 いと 表明さ せて いた

だい たと いうか 、そ う いった 事業 を組 んでい ただ くこと がで きた

といった流れでありました。

今 後、 英語圏 だけ じ ゃなく ても とい うよう な御 提案で ござ いま

した けど も、ま ず今 の 私の心 境と しま しては 、新 たに派 遣す るこ

の英 語圏 の派遣 の成 果 を十分 に果 たし たいと いう ふうに 思っ てお

りま して 、そう いっ た ものが 十分 に果 たせる よう な状況 にな った

とい うこ とであ れば で すね、 国際 情勢 等も見 なが ら、こ れも また

次の 違う 都市へ との 交 流とい うの も、 選択肢 の一 つとし て考 えて

いく よう なこと も出 て くるの かな とい うよう なの が私の 今の 心境

でございます。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 い よい よ 時が来 たっ てい うのは すご いせり ふで すね。

我々 も何 かその 時期 が 近いも んで ござ います から 、何か 心に 響く

もの がご ざいま した が 、私も 議員 にな って１ ６年 ぐらい にな るみ

たい です が、教 育に お ける福 祉、 例え ばさっ きの 不登校 対策 のよ

うな 教育 機会の 均等 に 向けた 施策 に取 り組む こと が多か った のが

実感 でご ざいま す。 そ れはそ れで もち ろん重 要で ござい ます が、

今後 はこ のよう な学 力 向上に 資す る事 業の展 開を 改めて 望む とこ

ろでございますので、よろしくお願いいたします。

質 問と しては 最後 で す。ぜ ひと も市 長にお 答え いただ けれ ばと

思い ます 。そも そも 議 員を目 指し た理 由はこ こに ござい まし て、

教育 は最 大の投 資だ と 考えて おり ます 。それ を念 頭に活 動し てま

いり まし たが、 結局 の ところ 、学 力向 上に資 する 事業と いう より



は、 教育 現場に おけ る 福祉政 策や 環境 整備が 急務 とされ てお り、

具体 的に は、か なり 古 い話に なり ます けども 、中 学校給 食の 実施、

学校 給食 のアレ ルギ ー 対策、 ５歳 児健 診の実 施と その受 入態 勢づ

くり 、通 級指導 教室 の 充実、 学校 施設 へのエ アコ ンの設 置、 タブ

レッ ト端 末の導 入、 先 ほど取 り上 げま した不 登校 対策等 々を いか

に実 現し ていく かが こ れまで の取 組で ござい まし た。そ して この

たび 、海 外派遣 、海 外 交流と いう 、言 わば時 代に 即した 未来 への

投資 と言 える施 策が よ うやく 実現 しよ うとし てい ます。 ここ で歩

みを 止め ること なく 、 引き続 き未 来へ の投資 、教 育への 投資 を続

けて ほし いと思 うと こ ろでご ざい ます が、最 後に 市長に 見解 をお

尋ねいたします。

○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 未 来へ の 投資、 教育 への 投資に つい てのお 尋ね でご

ざい ます が、本 市の 市 政運営 にお きま して、 教育 こそ最 大の 投資

であ ると いうこ の基 本 認識に 立ち まし て、不 登校 児童生 徒へ の支

援で すと か、あ るい は インク ルー シブ 教育の 推進 など、 目の 前の

課題 解決 や多様 な子 ど もたち 一人 一人 に寄り 添っ た教育 環境 の整

備に これ まで力 を注 い できた とこ ろで ござい ます 。これ らに つき

まし ては 、引き 続き し っかり と対 応を 続けて まい りたい とい うふ

うに 考え ており ます が 、私自 身も ３期 目の市 長選 出馬に 当た りま

して 重点 公約に 掲げ ま したよ うに 、こ れから はや はり未 来を 担う

子ど もた ち、あ るい は 若者へ の投 資に つきま して も市政 の最 重要

課題 と位 置づけ て、 予 算もで きる だけ 重点的 に配 分でき るよ う努

力し てき たとこ ろで ご ざいま す。 この たびの 予算 案には その 関連

事業 を提 案して ござ い ますが 、先 ほど 御質問 をい ただき まし たけ



ども 海外 派遣、 海外 交 流によ る英 語教 育の充 実に つきま して は、

その 具体 的な施 策と い うこと にな りま す。今 後に おきま して も、

子ど もた ちの前 向き な 挑戦と いう もの を後押 しで きるよ うに 、教

育政 策に つきま して は 、教育 委員 会と 考えな がら 立案を して いき

たいと、そのように考えております。

○田村副議長 稲田議員。

○稲 田議 員 あ りが と うござ いま した 。ぜひ とも よろし くお 願い

いたします。

質 問と しては もう 以 上で終 わり まし て、多 少最 後御挨 拶を して

終わ りた いと思 いま す が、昨 日岩 崎議 員が非 常に 丁寧に この 最後

の部 分の 言葉を お伝 え いただ いて おり ますの で、 重なり ます ので、

そこ は割 愛いた しま す が、本 当に この 年度末 、退 職、６ ０歳 を迎

えら れて 一旦退 職さ れ る職員 の皆 様に は、本 当に 労いを 申し 上げ

たい と思 います 。た だ 、最近 は６ ０歳 を過ぎ ても まだま だ市 役所

で頑 張り たいと いう 職 員の方 もた くさ んいら っし ゃいま して 、よ

くよ くこ の庁舎 でも 出 会った りい たし ており まし て、フ ット ワー

ク軽 くい ろんな とこ ろ で仕事 をさ れて いたり 、私 だけに なん でし

ょう が、 あんな 、議 員 さんな とい うこ とで、 いろ いろと 御指 導い

ただ ける 、まだ まだ 先 輩ＯＢ 、Ｏ Ｇの 方もい らっ しゃい まし て、

非常 に米 子市役 所愛 さ れてい るん だな と思い ます 。私ど もも 一旦

この ４年 任期が 終わ り ますれ ば、 この 場を離 れま すけれ ども 、米

子市 政に 対する 思い は 皆様と 同様 変わ りませ んの で、今 後と も米

子市 政の 発展の ため に 尽くし てお きた い気持 ちを 改めて 表明 だけ

はさ せて いただ きま し て、本 日の 質問 を終わ りた いと思 いま す。

どうもありがとうございました。



○田村副議長 以上で本日の日程は終了いたしました。

お 諮り します 。本 日 はこれ をも って 散会し 、明 ５日は 休会 とし、

６日 午前 １０時 から 会 議を開 きた いと 思いま す。 これに 御異 議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○田村副議長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。

本日はこれをもって散会いたします。

午後４時２２分 散会


